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次回の発行は、令和４年（2022年）12月１日（木）です。
（新聞折り込みは、令和４年12月４日（日）に行います。）みえ県議会だよりは、年7回（4、5、7、8、10、12、2月の各月1日）発行します。

　
三
重
県
議
会
基
本
条
例
第
14
条
の
２
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
文
書
に
よ
る
質
問
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

〇
稲
森
稔
尚
議
員
（
草
の
根
運
動
い
が
）

　

�「
霊
感
商
法
」
に
よ
る
被
害
実
態
と
防
止
・
救

済
策
に
つ
い
て

〇
稲
垣
昭
義
議
員
（
新
政
み
え
）

　
教
員
採
用
選
考
試
験
に
つ
い
て

※�

質
問
と
回
答
は
、
県
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
本
会
議
」
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

テ
レ
ビ
中
継
　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

三
重
県
議
会
定
例
会

今
後
の
日
程
（
予
定
）

　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
日
程
（
予
定
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

10
月
３
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
４
日　
全
員
協
議
会 

　
　
５
日
、
６
日
、
７
日
、
11
日

　
　
　
　
　
各
常
任
委
員
会
・
分
科
会 

　
　
14
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

 

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
17
日　
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
19
日　
本
会
議
（
採
決
・
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
26
日　
全
員
協
議
会 

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
27
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
31
日　

�

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
決
算
総
括
質
疑
）

 

11
月
１
日
、
２
日

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
各
分
科
会 

　
　
８
日　
代
表
者
会
議

　
　
14
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
21
日　
本
会
議
（
採
決
・
議
案
上
程
） 

　
　
25
日　
本
会
議
（
議
案
質
疑
） 

　
　
29
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

12
月
１
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

　
　
５
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

　
　
６
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
７
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
８
日
、
９
日
、
12
日
、
13
日

　
　
　
　
　
各
常
任
委
員
会
・
分
科
会 

　
　
16
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
19
日　
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
20
日　
本
会
議
（
採
決
） 

※�

こ
の
日
程
は
、
令
和
４
年
９
月
５
日
現
在
の
予
定
で
す
。

最
新
の
情
報
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会
の

日
程
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
８
月
22
日
、
三
重
県
議
会
議
事

堂
で
「
み
え
高
校
生
県
議
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
広
聴
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
、
高
校
生
に
議
会
活
動
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
議
会
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
高
校
生
の
意
見
を
直
接
聴
く

こ
と
で
議
会
で
の
議
論
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
初
め
て

開
催
し
、４
回
目
と
な
る
今
回
は
、

県
内
８
校
か
ら
26
人
の
高
校
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
み
え
高
校
生
県
議
会
は
本
会
議

さ
な
が
ら
の
形
式
で
行
い
、
４
人

の
高
校
生
が
交
替
で
議
長
役
を
務

め
、
高
校
生
議
員
が
県
政
に
対
す

る
質
問
を
行
い
、
常
任
委
員
長
・

副
委
員
長
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
議

員
か
ら
は
、

三
重
県
の
移

住
施
策
に
対

す
る
具
体
的

な
提
案
と
と

も
に
、「
観

光
が
三
重
県

へ
の
移
住
の

き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は

な
い
か
」
と

い
う
質
問
が

あ
り
、「
移

住
先
と
し
て

三
重
県
が
選

ば
れ
る
た
め

に
は
、
観
光
で
訪
れ
て
も
ら
う
な

ど
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
三
重
の
魅
力
を
情
報
発
信
し

て
い
く
」
と
総
務
地
域
連
携
デ
ジ

タ
ル
社
会
推
進
常
任
委
員
長
が
答

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
南
部
地
域
や
へ
き
地

で
安
心
で
き
る
生
活
を
送
る
た
め

に
、
訪
問
医
療
を
充
実
さ
せ
て
は

ど
う
か
」
と
質
問
が
あ
り
、
医
療

保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員

会
副
委
員
長
が
、
へ
き
地
医
療
拠

点
病
院
へ
の
医
師
派
遣
や
遠
隔
診

療
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
地
域
医
療
提
供
体

制
の
構
築
に
向
け
て
、
し
っ
か
り

と
調
査
・
議
論
を
深
め
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
防
災
、
児
童
虐
待

防
止
、
勉
強
法
等
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
質
問
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、「
事
前
説
明
会
・
相
談
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
議
員

が
直
接
、
質
問
作
成
に
あ
た
っ
て

の
心
構
え
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

質
問（
案
）を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　　

高
校
生
議
員
の
質
問
や
提
案

は
、
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

や
三
重
県
の
状
況
、他
県
の
事
例
、

統
計
等
を
し
っ
か
り
と
調
べ
、
議

論
を
深
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

県
議
会
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
も

の
ば
か
り
で
し
た
。
い
た
だ
い
た

質
問
や
提
案
は
、
今
後
の
議
会
で

の
議
論
に
し
っ
か
り
と
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
様
子
は
、
県
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
み
え
高
校
生
県
議

会
」か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

参加校
（質問順） 質問項目 動画

（学校別）

暁高等学校 三重県の防災訓練・避難訓
練の強化に向けて  

名張高等学校 児童虐待の防止策について

桑名高等学校 三重県内における教育格
差・金融教育について  

四日市南高等学校 三重県への移住者増加と地
域活性化について  

飯南高等学校 三重県の医療分野における
南北格差について  

紀南高等学校 地域への防災・減災への取
組について  

四日市高等学校 学校教育における勉強法の
勉強について  

聾学校 聴覚障がい者が安心して暮
らせる街づくりについて  

　
７
月
25
日
、
正
副
議
長
、
各
行
政
部
門
別
常
任
委
員
長
お

よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員
長
か
ら
知
事
に
対
し
、「
強
じ
ん
な

美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み
え
（
仮
称
）」
お
よ
び
「
み
え
元
気
プ
ラ

ン
（
仮
称
）」
最
終
案
に
基
づ
く
今
後
の
「
県
政
運
営
」
等
に

関
し
て
、
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
申
し
入
れ
で
は
、
人
口

減
少
対
策
の
自
然
減
対
策
お
よ

び
社
会
減
対
策
の
記
述
の
充
実

や
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
が
県
民
に
も
分
か
り
や

す
い
記
述
に
な
る
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
、「
み
え
元
気
プ
ラ

ン
（
仮
称
）」
の
進
行
管
理
と

併
せ
て
行
う
行
財
政
改
革
取
組

が
後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
お
よ
び
各
行
政
部
門

別
常
任
委
員
会
か
ら
知
事
に
対
し
、「
令
和
４
年
版
県
政
レ

ポ
ー
ト
」
に
基
づ
く
今
後
の
「
県
政
運
営
」
等
に
関
し
て
、

次
の
と
お
り
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

１ 

人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
立
的
か
つ
持
続
的
な
活
性
化
を
実
現
す
る
た

め
、
本
県
の
強
み
や
弱
み
な
ど
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

三
重
県
ら
し
さ
を
追
求
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

「
選
ば
れ
る
三
重
」
の
実
現
に
向
け
て
、
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

２ 

財
政
運
営
に
つ
い
て

　
歳
出
歳
入
両
面
か
ら
の
事
務

事
業
の
効
果
や
必
要
性
の
観
点

か
ら
見
直
し
を
行
い
、
経
常
的

な
支
出
の
抑
制
、
多
様
な
歳
入

確
保
策
の
推
進
を
図
る
な
ど
、

今
後
も
引
き
続
き
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
緊
急
の
課
題
に
対
し
て
は

的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い

け
る
財
政
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
。

「
強
じ
ん
な
美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み
え（
仮
称
）」

お
よ
び「
み
え
元
気
プ
ラ
ン（
仮
称
）」最
終
案

に
基
づ
く
今
後
の「
県
政
運
営
」等
に
関
す
る

申
し
入
れ

「
令
和
４
年
版
県
政
レ
ポ
ー
ト
」に
基
づ
く

今
後
の「
県
政
運
営
」等
に
関
す
る
申
し
入
れ

文
書
に
よ
る
質
問

申し入れの様子申し入れの様子

第４回「みえ高校生県議会」を開催しました

本会議

みえ高校生
県議会


